
このコーナーに登場してくだ
さる「人、仲間たち」をご紹介
ください。自薦・他薦は問いま
せん。　　　　 企画調整課�

ー
始
め
ら
れ
た
の
は
い
つ
？

昭
和
五
十
二
年
二
月
、
中
央
公
民

館
で
ス
タ
ー
ト
。
山
崎
昇
先
生
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、
観
世
流
謡
曲

の
指
導
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

ー
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
を
教
え
て

会
員
は
二
十
名
程
度
。
年
齢
は
五

十
代
〜
八
十
代
で
女
性
が
多
い
で
す
。

ー
活
動
の

内
容
は

毎
月
三
回
（
月

曜
日
）
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。
一

月
、
三
月
、
七
月

に
成
果
発
表
会
を

開
催
し
、
秋
に
は

加
古
川
市
と
合
同

で
謡
曲
発
表
会
を

開
催
。
今
年
は
十
月
六
日
(日)
に
播
磨

町
で
行
い
ま
し
た
。

ー
グ
ル
ー
プ
の
モ
ッ
ト
ー
は
？

日
本
の
伝
統
的
芸
能
を
通
じ
て
、

①
各
人
が
謡
曲
の
研
鑚
を
重
ね
技
量

の
向
上
に
努
め
る
。

②
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

ー
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば

教
え
て

発
表
会
に
は
、
男
性
は
必
ず
紋
付
、

袴は
か
ま
を
身
に
つ
け
ま
す
。
当
初
は
着
付

け
す
ら
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
今
で
は

皆
、
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
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こ
の
ほ
ど
、
酒
井
正
信
さ
ん
、
毛
利
豊
さ
ん
、
田
中
登

美
さ
ん
、
細
川
信
子
さ
ん
が
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ス
マ
イ
ル
」（
大
庭
章
雄
代
表
、
会

員
十
一
人
）、「
播
磨
町
地
活
会
」（
山
根
忠
代
表
、
会
員

三
十
九
人
）、「
要
約
筆
記
ひ
ま
わ
り
」（
田
伏
多
代
子
代

表
、
会
員
二
十
二
人
）
が
兵
庫
県
く
す
の
き
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

酒
井
さ
ん
、
毛
利
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
尽
力
す
る
ほ
か
、

町
自
治
会
連
合
会
役
員
な
ど
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
し
て
、
ま
た
、
細
川
さ
ん
は
、
老
人
ホ
ー
ム
で
の
介
護

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
健
や
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ス
マ
イ
ル
は
、
町
の
機
能
訓
練
事
業
に
お
い
て
、
訓
練

参
加
者
の
介
助
な
ど
を
さ
れ
、
播
磨
町
地
活
会
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
て
外
出
介
助
活
動
な
ど
を
、
ま
た
要

約
筆
記
ひ
ま
わ
り
は
、
聴
覚
障
害
者
の
通
訳
活
動
な
ど
健

や
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

県
こ
う
の
と
り
賞
　
酒
井
さ
ん
、
毛
利
さ
ん
、
田
中
さ
ん
、
細
川
さ
ん
へ

く
す
の
き
賞
は
３
団
体
へ
贈
ら
れ
る

本
荘
派
出
所
に
平
成
十
一
年
三
月
か
ら

勤
務
さ
れ
て
い
る
武
田
巡
査
部
長
に
取
材

を
快
く
受
け
て
い
た
だ
き
、
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

日
夜
、地
域
の
巡
回
連
絡
パ
ト
ロ
ー
ル
、

少
年
非
行
や
犯
罪
の
防
止
、
交
差
点
で
の

交
通
監
視
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
違
反
の

取
り
締
り
、
交
通
事
故
防
止
活
動
、
事
故
事
件
の
被

害
届
の
受
理
、捜
査
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
安
全
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
夏
ま
つ
り
や
秋
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全
と
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

て
、
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

住
民
の
方
々
へ
の
注
意
点
と
し
て
、
①
原
付
で
の

ひ
っ
た
く
り
予
防
の
た
め
に
、
自
転
車
の
前
か
ご
に

は
必
ず
蓋ふ
た

と
な
る
物
を
置
く
こ
と
、
②
夜
道
は
で
き

る
だ
け
明
る
い
と
こ
ろ
を
歩
く
こ
と
、
③
飲
酒
運
転

は
厳
禁
。
こ
れ
ら
安
全
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
よ
う

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本荘派出所を訪問して
レポーター　米谷　美代子さん

▲安全で安心して暮らせるまちに（武田巡査部長）

野
添
北
公
園
の
周
り
は
朝
の
暗
い
間
か
ら
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
体
操
が
始
ま
り
ま
す
。
東
西
南
北
よ
り
集

ま
っ
て
こ
ら
れ
る
方
々
は
、
人
に
命
令
さ
れ
た
り
束

縛
が
嫌
い
な
方
た
ち
で
す
。自
分
の
意
志
で
参
加
し
、

ラ
ジ
カ
セ
に
合
わ
せ
て
手
足
を
動
か
す
こ
と
で
、
健

康
管
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
保
た
れ
る
と
思

い
ま
す
。

継
続
は
力
な
り
、
毎
日
の
積
み
重
ね
で
健
康
維
持

を
し
て
い
ま
す
。
精
神
面
も
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
話

が
で
き
る
こ
と
は
、高
齢
化
社
会
で
の
必
須
条
件
で
、

お
互
い
が
信
頼
を
し
て
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
、
心

の
解
放
で
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
い
ひ
と

と
き
で
す
。

あ
る
夏
の
日
、
青
少
年
の
溜
ま
り
場
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
へ
体
操
の
人
が
集
ま
り
、「
あ
な
た
達
は

朝
起
き
が
良
い
の
や
ね
ぇ
」
と
言
う
と
昨

夜
か
ら
来
て
い
る
と
の
返
事
。
エ
エ…

と

び
っ
く
り
。

健
康
管
理
は
自
分
自
身
で
行
う
こ
と
で

す
。
私
も
皆
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
き
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
公
園
で
の
体

操
は
、
リ
バ
テ
ィ
で
す
。
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。（
寄
稿
文
　
梅
谷
淑
子
）▲朝の楽しいひとときです

朝の体操はフリーエントリー
レポーター　山根　忠さん

代
表
者
　
田
村

定
子
さ
ん

▲いつも楽しく活動しています！ 播
磨
中
央
公
民
館
謡
曲
部

地
域
の
話
題
や
行
事
を
は
じ
め
、「
こ
れ
は
何
？
」
と

感
じ
た
こ
と
な
ど
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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▲スマイルの皆さん

大
西
武
夫
さ
ん(

八
八)

に
こ
の
ほ
ど
、
町
の

功
労
者
と
し
て
勲
六
等
瑞
宝
章
が
授
与
。

大
西
さ
ん

は
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
昭
和
五

十
年
ま
で
、
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
地

方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
西
さ
ん

は
、「
明
姫
幹
線
、
山
陽
新
幹
線

や
新
島
の
完
成
と
播
磨
町
が
大
き
く
変
わ
っ

た
時
代
だ
っ
た
。
県
と
の
交
渉
や
、
住
民
の

方
々
と
の
話
し
合
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

大
西
武
夫
さ
ん
に
勲
六
等
瑞
宝
章

▲酒井さん
（北本荘）

▲毛利さん
（北古田）

▲田中さん
（野添）

▲

細
川
さ
ん

（
野
添
）

▲要約筆記ひまわりの皆さん

▲地活会の活動の様子

▲大西 武夫さん
（北古田）

九
月
二
十
七
日
(金)
、
中
央
公
民
館
で
、「
戦
没

者
追
悼
式
典
」
が
開
催
さ
れ
、
遺
族
ら
約
二
百
人

が
参
列
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
先
の
大
戦
で
尊
い
一
命
を
捧
げ
ら

れ
た
二
百
四
十
余
柱
の
英
霊
に
、
参
列
者
全
員
が

一
分
間
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
遺
族
ら
が
最
愛
の
夫
や
息
子
の
あ

り
し
日
の
面
影
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
白
菊
を
献

花
し
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式
典

平
和
へ
の
願
い
新
た
に

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
一
環
と

し
て
九
月
二
十
五
日
(水)
、
警
察
官
に
ふ
ん
し

た
蓮
池
小
学
校
一
年
生
十
人
が
山
陽
電
鉄
播

磨
町
駅
前
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
警
察
官
た
ち
は
こ
の
日
、
午
前
七
時

半
す
ぎ
か
ら
加
古
川
警
察
署
員
や
町
交
通
安

全
協
会
員
ら
に
混
じ
っ
て
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

花
の
種
な
ど
約
千
組
を
通
勤
客
ら
に
手
渡

し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
警
察
官
が
「
交
通
安
全
お
願
い
し
ま
す
」

▲ルールを守って交通安全よろしくね！

▲遺族による献花


